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世 界
ﾗﾝｷﾝｸﾞ

31,26631,10630,95130,89130,67430,674紙板紙計

19,19219,06218,90018,78818,53118,531紙 生 産

12,07412,04412,05112,10312,06112,143板紙生産

H19年H18年H17年H16年H15年H14年［千㌧］

2007年2006年2005年2004年2003年2002年国内生産

0.4%1.9%592

0.7%3.6%661

△0.1%△0.6%△69

年率成長増減率増減量

07-02年07/02年07-02年

2.4%148.2紙板紙計

2.4%110.7紙 生 産

2.4%37.5板紙生産

年率成長増減量［千㌧］

07-02年07-02年当社生産

当
社

業
界

S-21⇒J-100⇒V-10
持続的成長の実現
“NIIGATA”N9により
北越製紙合計生産
2010年 1,700千㌧

世界ﾗﾝｷﾝｸﾞ35位予想

世 界
ﾗﾝｷﾝｸﾞ

Ｊ－１００期間における紙板紙生産推移　　（暦年）

894
4.8%

931
5.1%

953
5.1%

976
5.2%

979
5.1%

1,005
5.2%

303
2.5%

305
2.5%

313
2.6%

326
2.7%

333
2.8%

341
2.8%

500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300
1,400
1,500

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

43位 44位 43位 41位 46位 未詳

紙 板紙 紙板紙計(千㌧､国内シェア)

1,197
3.9%

1,236
4.1%

1,266
4.1%

1,301
4.2%

1,312
4.2%

1,346
4.3%

Ｊ－１００

45位(推定)
世 界
ﾗﾝｷﾝｸﾞ
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J-100計画経営指標の経過

101
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79

1,700
1,727

1,5901,5371,5121,4761,422
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02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 計画目標

売上高 経常利益

売上高(10億円)
経常利益(億円)

Ｓ－２１ Ｊ－１００

［連結経営諸指標］ （億円、％）

０２年度 ０７年度 Ｊ－１００目標

経常利益率 ７．１ ４．６ １０以上
減価償却費 １３９ １２３
設備投資＊１ １１８ １，２２５ ７００

総資産 ２，１３３ ２，９２７
自己資本 ９４０ １，３９５
有利子負債 ７７９ １，０１０

自己資本比率 ４４ ４８ ５０以上
Ｄ／Ｅレシオ ０．８５ ０．７２ ０．６以下
ＲＯＡ＊２ ４．７ ２．８ ７以上

ＥＢＩＴＤＡ ２５３ ２１５
ＥＢＩＴＤＡ／
売上高比率 １７．８ １２．４ １８以上

＊１の０７年度並びにＪ－１００目標は５年間合計
＊２は、経常利益／総資産
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抄紙機平均生産能力　（千㌧/年）

塗

工
抄

紙
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UPMｷｭﾝﾒﾈ 北欧諸国 その他北欧 ｶﾅﾀﾞ ｱﾒﾘｶ 日本 北越製紙 ｱｼﾞｱ 世界平均

出典:Jaako Poyry

紙・パルプ産業の国際展望（平成19年2月経済産業省資料）を基に当社加工

■日本の設備は世界的
に見て小規模

（基資料のコメント）

4 On line coated MC

国際競争力

品 質 コスト 収益力

Baseは設備の競争力

J-100計画の骨格

2006年5月 当社経営説明会資料4頁より

S-21計画⇒J-100計画⇒V-10計画
で当社生産工場が目指す方向

“世界と対比した生産体制の確立”
⇒日本でも国際競争力を持つ

（単位：1,000ｔ、日本は'07年実績ベース、新潟は新マシン後）

710ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞRaumaUPM10

750米国(MI)EscanabaNewPage９

760ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞKirkniemiM-Real８

770米国(ME)HinkleySappi７

840日 本石 巻日本製紙６

860ｵｰｽﾄﾘｱGratkornSappi５

970日 本三 島大王製紙４

1,000ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞOuluStora-Enso３

1,100日 本新 潟北越製紙２

2,200中 国金 東ＡＰＰ１

生産量所在地工場名会社名順位

世界の塗工紙工場別ランキング（当社調べ）
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ハードウェア充実からソフトウェア充実へ

J-100期間に実施した投資効果の発現

「V-10」３ヶ年計画は、ソフトウェアの充実

「J-100」期間５ヶ年は、ハードウェアの充実

積極的な設備投資 グループ全体：1,200億円
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2010年度［連結経営目標］

□売 上 高 2,300億円
□経常利益 150億円
□売上高経常利益率 6.5%以上
□ＥＢＩＴＤＡ 360億円
□ＲＯＡ 5.0%以上

(EBITDA:経常利益＋支払利息＋減価償却費)

(ROA:経常利益/総資産)



V－10経営目標へのアプローチ
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2010年度150億円 vs 2007年度79億円差異 ⇒ ” 71億円”

6

▲ 100

▲ 30

20

105

70

▲ 150 ▲ 100 ▲ 50 0 50 100 150

販管費・他

固定費

ｴﾈﾙｷﾞｰ配合

効率向上

生産・販売

価格条件

(億円）



Value up－10計画の経営施策
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投資目的の達成
ⅰ）Ｎ９の早期安定化（高品質と低コスト実現、国際市場対応）

ⅱ）白板紙･特殊紙分野の収益バックアップ

バランス感ある環境経営と国際化の推進
ⅰ）省資源活ｴﾈﾙｷﾞｰ･ＣＯ2･植林･古紙等、ﾊﾞﾗﾝｽ感ある環境経営の推進
ⅱ）提携等を活かした原材料調達並びに製品販売等、国際化の推進

人材育成と人財活用
ⅰ）社内外の変化を捉えた柔軟性･機動性のある組織への組み替え

ⅱ）他業種､海外を含む社外研修･人材交流の活発化による人材育成

ⅲ）次世代役職員の育成と人財活用

経営基盤の強化
ⅰ）長岡特殊紙事業部制の導入、業務組織の革新による効率化

ⅱ）連結経営の強化･深化

ⅲ）コンプライアンス、内部統制等の真の理解と定着

All Rights Reserved, Copyr ight 2008 Hokuetsu Paper  Mills, Ltd. 9

１１

２２

33

44
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１１

Ｎ９の戦略的生産販売計画＝（国内＋海外）で柔軟に実施

当初計画（’06年5月）経営説明会資料:７頁

１．国内の市場成長の一部

２．客先要請のｷｬﾘｰｵｰﾊﾞｰ分

３．海外市場への輸出拡大

４．国内外企業とのOEM

５．国内外企業とのS＆B

６．段階的な設備能力対応

当初計画における“Ｎ９販売戦略” 対 ２年間の進捗

⇒’08年:”戦略的“販売計画の実行
［千㌧/年］

110（昨年度よりプレ販売実施、今年初より
70千㌧レベルに）

100（北米･東ｱｼﾞｱ･ｵｾｱﾆｱ）

20（国内企業･国外企業）

120（国内企業・国外企業の工場閉鎖分）

合計350 「需給ﾊﾞﾗﾝｽ」⇒市況安定へ



V－10経営施策 国際化の進展
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２２

・世界屈指の生産規模とｵﾝﾗｲﾝｺｰﾀｰ抄紙機技術20年
Ｎ９ﾜｲﾔｰ幅：世界最大10.7m 抄速：～1,600m/分塗工抄紙機

原材料調達
・長期的視点で、海外と直接コミュニケーション
海外チップ工場参画、植林地投資等

市場国際化
・世界最先端の塗工紙品質＝“α” Ａ３と“μ”Ａ２は
塗工紙市場におけるベンチマーク品質
・ｵﾝﾗｲﾝｺｰﾀｰ抄紙機＋ ﾕｰｻﾞｰ直送＝短納期対応

・用役（用水･電気､等）/ﾊﾞｲｵｴﾈﾙｷﾞｰ転換/水質･大気(天然ｶﾞｽ化）等
ﾐﾆﾏﾑ･ｲﾝﾊﾟｸﾄ⇒ﾏｷｼﾏﾑ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ＝“Niigata Mill”低環境負荷

国際化の進展を担う 人材育成・人財活用33

当社の“国際化”
日本の紙パ産業の国際化は必然の流れ
⇔北越製紙はその流れを先取り･ﾘｰﾄﾞする



V－10経営施策 経営基盤の強化
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４４

【個別】
事業部制の導入

◎長岡特殊紙事業部（’08年4月～）
○洋紙､白板紙の想定事業部

経営環境変化に対応する 人材育成・人財活用33

【連結】
連結経営の強化・深化

◎毎四半期、連結経営会議

内部管理体制の強化
◎ﾁｰﾌ･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ･ｵﾌｨｻｰの設置
◎内部統制監査室への改組
◎品質管理室の設置（技術開発本部）

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの強化 モニタリングの充実を目指す体制

経営基盤の強化 柔軟性・機動性を目指す体制



北越製紙は成長し続ける
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○紙パルプ業界において過去連続16期中､
15期売上高経常利益率１位
○連結経営の深化

◎V-10期間中での過去最高益更新を目標

会社規模の拡大

○６期連続増収､最高売上高更新中

○「J-100」５ヶ年間の紙板紙生産成長2.4%/年

◎V-10初年度売上高初の2,000億円へ

収益力の再強化

ｽﾃｰｸ･ﾎﾙﾀﾞｰへの還元

○安定配当の継続

○コンプライアンスを含む経営基盤の強化

◎透明性の高い経営＝IR重視
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【留意事項】
当資料に記載されている今後の見通し等に関する内容は、経営説明会時点における種々の前提に基づいたものであり、今後
種々の要因により、将来の目標値、或いは施策が異なって行く場合があります。

２００８年経営説明会


